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＜発行＞  　　　　　　　　　　
高等教育コンソーシアムにいがた
看護系大学タスクフォース　　　
第4号担当→新潟青陵大学　　
第5号担当→新潟大学　　　　

　　　　第6号担当→長岡崇徳大学　　
第7号担当→新潟県立看護大学
第8号担当→新潟医療福祉大学

Nursing Students from Niigata

＜問い合わせ先(第5号)＞
高等教育コンソーシアムにいがた看護系大学タスクフォース
新潟大学 看護系大学タスクフォース担当（医歯学系保健学科事務室総務係：長浜）
〒951-8518 新潟市中央区旭町通２番地746番地　TEL：025-227-2355

高等教育コンソーシアムにいがた看護系タスクフォースが制作するニュースレター「NSN通信」
今号は新潟大学の4年生がコロナ禍の実習について、ご紹介します！

　看護学実習では実際に患者様を受け持たせていただき、人対人の関係であるからこそ温かい気持ちで
寄り添い、患者様の思いや生活を尊重することが重要だと感じることができました。講義では学習する
ことができない多くのことを経験でき、とても貴重な経験をさせていただきました。コロナ禍の影響も
あり患者様とかかわらせていただく機会は多くはありませんでしたが、先生方からのご指導や学生間で
のグループワークを通して有意義な実習を行うことができました。
　看護職を目指して勉強や演習、実習を一生懸命に取り組み多忙な日々もありましたが、アルバイトや
遊びまでとても充実した4年間の学生生活でした。振り返ると、本当にあっという間に4年間が過ぎてし
まったと感じます。ともに切磋琢磨できる仲間を大切にして、息抜きもしながら将来に向かって頑張っ
てほしいと思います。

　コロナ禍ではありましたが、保健師（地域看護）の実習では佐渡へ
行き直接地域住民の方々と触れ合うことができました。学生2人一組
となって地区踏査（地域を歩き、見たり、住民に聞いたりすること）
や家庭訪問を行い、その地域特有の健康課題に沿って疑問点や生活状
況を知るためのインタビューをさせていただきました。地域の方々は
私たち学生が来るのを楽しみにしていてくださり、とても温かい気持
ちになる実習でした。
　現地で得た情報をもとに健康課題について学生同士で話し合いを行い、それぞれ感じたこと・考えたこと
を共有しました。佐渡を離れても、学生から出た意見に対してオンラインにて佐渡にいる保健師さんや民生
委員さんからご意見をいただくなど、さらに考えを深めることができました。

（新潟大学医学部保健学科看護学専攻　4年　佐谷 恵）

新潟大学医学部保健学科看護学専攻　4年　大森 愛美


